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GL-0.3mまで表土（礫混り粘土）

粘土を主体とし、所々に褐色や灰色
の粘土を混在する。
マトリックスは微細砂を主体に、細
～中砂を少量混入。
所々にφ2～20mmの亜角礫が点在。
含水量は低い。

粘

土

黄

褐

r

c

2

概ね均一な粘土で、一部褐色化した
微細砂を混入。
含水量は低位。粘性は中位。
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別紙９－４　ボーリング柱状図（No.２別孔）


